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令和２年度(２０２０年度)第 2回宝塚市上下水道事業審議会議事概要 

 

 

［日 時] 令和２年１１月２０日（金） 午後２時００分～午後３時３５分 
 
 

［場 所］ 宝塚市立中央公民館 201・202学習室 
 
 

［出席委員］  田中 智泰        鍬田 泰子 

今里 有利        久木 由喜男 

藤永 実枝子       深田 勝通 

       手島 誠         山脇 郁廣    （敬称略） 
 
 

［事務局］   金岡 局長 

岡本 経営管理部長    下野 施設部長  

樫本 経営企画課長    久代 工務課長 

中条 浄水課長      和泉 水質検査担当課長 

中村 給排水設備課長   三宅 下水道課長 

      
 
 

１ 傍聴者の確認 

事務局：審議会開会前の傍聴者の入室に関しまして、本日は傍聴者が 1 名おられます。入

室いただいてもいいでしょうか。 

会 長：結構です。〈傍聴者入室〉 

 

２ 局長挨拶 

 

３ 審議会の成立 

事務局：委員総数 10名中出席委員 7名（会議終了時点は 8名）のため、宝塚市上下水道事

業審議会規則第 6条第 2項により、本日の審議会は成立致しました。 

 

３ 議題 

会 長：それでは、次第に従って審議を進めます。まず、会議次第の 1「下水道事業の令和

元年度決算」について事務局の説明を求めます。 

 

事務局：では、資料 1 の令和元年度下水道事業会計決算の概要に基づき説明させていただ

きます。 

―――――――――――――――資料の説明〈省略〉―――――――――――――――― 
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会 長：事務局からの説明は以上です。今の説明について何かご意見はありますでしょう

か。 

 

委 員：営業外収益に一般会計からの負担金や補助金の記載がありますが、これは量によ

って変わるものでしょうか。予算によって決まるものでしょうか。 

 

事務局：まず、下水道事業の負担金と補助金の違いについてですが、負担金は、総務省の

繰入基準に従って、一般会計から繰り入れてもらう金額となっていて、基になる金

額としては、企業債の利息の支払いや雨水に係る経費などとなっています。また、

補助金については、基準外として汚水に係る減価償却費と支払利息の 44％を受け取

っています。 

 

委 員：企業債を増やせば補助金も増えるということですか。 

 

事務局：利息が増えれば増えることにはなりますが、44％の補助金については、市の財政

が厳しいこともあり、この率の見直しもありえるという話が出ています。 

 

委 員：汚水に関しての国庫補助というものはありますか。 

 

事務局：国庫からの補助がある事業については、積極的に申請をして事業を進めています。 

 

委 員：雨水の費用は水道局が支払うことはないということでいいですか。 

 

事務局：雨水に関する事業も上下水道局で行っていますが、これにかかる費用については、

すべて一般会計の負担金として市に請求し、いただいています。決算概要に雨水処

理負担金というのが記載されていると思います。 

 

委 員：雨水に係る事業は継続的に行われるわけですが、繰入との関係はどのようになっ

ていますか。 

 

事務局：雨水にかかる繰入金については、まず年度当初にこの 1 年間でどのような事業を

何名の職員で行うのかなどを報告し、一般会計からの予算を枠取りしてから行うた

め、雨水について上下水道局の持ち出しはありません。 

 

委 員：上下水道局というのは、市の会計とは独立しているはずなのに、要求しないと出

してもらえないのでしょうか。 
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事務局：汚水に関する 44％の補助金については、市長の考え方が変われば減額される可能

性があるかもしれませんが、雨水処理負担金については、かかる費用を請求してい

ますので、上下水道局としてはやるべき事業をやる限りは必ずいただくという形で

行っています。 

 

委 員：今年の 8 月に洪水土砂災害の防災マップが出ました。100 年に 1 度だけでなく、

1000年に 1度の大雨を想定したということですが、今回の計画には、これに対する

予算は反映されていますか。 

 

事務局：少し話を戻して、下水道事業の考え方ですが、汚水は利用者による受益者負担、

雨水は汚水下水道を使用されていない方も含め、すべての方の生命・財産を守ると

いう市の役割として税金を投入するという形で事業をさせていただいています。ま

た、今回の防災マップについては、上下水道局だけでなく、総合防災課や公園河川

課などと連携して、どのように対応するか、総合防災計画や風水害対策マニュアル

も備えておりますので、これらに従って市民の皆様の安全を守っていきたいと考え

ております。 

 

会 長：いろいろご意見もあるかと思いますが、時間の制約もありますので、次の議題と

して、ビジョンの内容の変更について事務局に説明を求めたいと思います。 

 

事務局：お手元に配布した水道ビジョンの中間検証報告書（案）をご覧ください。前回の

審議会で、ビジョンについては、事業の方向性を示すものであることから見直すべ

きではないが、検証は必要であるというお話がありました。そこで、今回、前回の

見直し（案）の内容を編集し直し、中間検証報告書（案）を作成しましたのでご説

明させていただきます。 

―――――――――――――――資料の説明〈省略〉―――――――――――――――― 

 

事務局：ビジョンにつきまして、前回お渡ししている「見直し（案）」とする方がいいのか、

今回の「中間検証報告書（案）」とするのがいいのか、どちらが妥当かをご審議いた

だき決定いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

会 長：前回の審議会で、水道ビジョンの中間見直し（案）をいただいていましたが、先

ほどもありましたとおり、中間検証の方がいいのではないかという話になり、今回、

中間検証報告書（案）を作っていただきました。見直しでいくのか、中間検証でい

くのかということについて、皆様のご意見はいかがでしょうか。 
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委 員：判定が×のところが 3 か所ありますが、これは検証ではどのような解釈となりま

すか。 

 

事務局：今回の検証において◎の項目については、後期の対策を記載していませんが、〇

△×の項目については、後期の対策を記載しております。今回は、短期間での作成

のため内容が十分ではないところもありますが、このような形で後期の対策を記載

して後期に達成できるようにしていこうとしています。 

 

委 員：しかし×については、目標に届くことは困難ですよね。 

 

事務局：内部でもいろいろな意見がありまして、目標が達成できないのであれば変更した

方がいいのではないかという意見もありましたが、今の段階で安易に 10年間の目標

を下げるのではなく、努力する姿勢を見せるべきではないかという意見もありまし

た。 

 

委 員：達成できないのは、お金ですか、それとも人的な要因ですか。 

 

事務局：大きな要因として人の不足もありますが、最近まで阪神水道企業団からの受水事

業を中心に事業を行っていたことが原因です。今後は、管路の耐震化などについて

も今までより高い進捗率が達成できると考えております。 

 

委 員：今日の会議は時間のない中での会議ですから、ビジョン自体の見直しが甘かった

のか、お金がなかったのか、人がいなかったのかそういう見直しをやった方がいい

のではないかと思います。 

 

事務局：今回は、中間見直しとするか中間検証とするかという話なのですが、いずれにし

ても中間での検証はきちんとやっております。異なるのは、将来の目標を下げてし

まうのか、10年間は根本の目標は変えないとするのかという点です。 

 

委 員：ビジョン自体を決めるのは水道局であって、経営戦略に主眼を置く方がいいと思

います。 

 

事務局：では、ビジョンは中間検証にしておいて、経営戦略で解決の方策を提示すべきと

いうことでよろしいでしょうか。 

 

委 員：はい。 
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委 員：私も賛成です。これまでの人口予測が誤っていたことは国全体の誤りで仕方のな

いことです。ビジョンにやりたいことを書かれるのはいいと思います。でも、今回

の人口予測を踏まえてのその先のやりたいことが甘すぎる、見直しするのであれば

ビジョンの見直し幅が小さすぎると思います。人口が 4 分の 3 になるなら新規投資

はゼロで、維持するだけで精いっぱい、どれだけお金を削っていくかということに

終始しなければいけないはずの見直しが、あれをやろう、これをやろうと書く時点

で甘すぎると思います。そうであるならば、中間検証ではっきりとダメ出しをして、

これだけの人口減少は見込めなかったので抜本的に見直す必要はありますというこ

とでいく方がいいと思います。今回は中間検証だけにして、ここで小刻みに見直し

てもあまりいいことはないのではないかと思います。 

 

会 長：今のところ中間検証でまとめていただくということですが、それでよろしいでし

ょうか。（異議なし）では、中間検証という形でお願いいたします。 

 

会 長：それでは、次の議題、下水道の経営戦略の中間見直しについて、事務局から説明

をお願いします。 

 

事務局：それでは、下水道事業経営戦略中間見直し（案）をご覧ください。 

―――――――――――――――資料の説明〈省略〉―――――――――――――――― 

 

委 員：資金ショートは避けなければいけませんが、損益ベースで計算されて、あと自己

資本を維持し借金ができる体質を維持することができればよいのではないかと思い

ます。ただ、前回の料金改定でも同じような議論がありましたが、前回は費用を積

み上げていくとお金が足りないので料金改定させて下さいだけで終わってしまいま

したよね。お客さまからお金をいただいて運営している民間企業の立場からは受け

入れられません。物事には、段取りと周囲の賛同が必要で、昨今のコロナへの対応

でも、民間ではまず 1 番に社長の給与を大幅に削り、次に管理職のボーナスを減ら

し、それでも足りなければ管理職、社員の順で残業を削ってもらったりして、最後

はパートさんにも頭を下げてお願いして、痛みを分かち合っていっています。宝塚

市の職員の平均給与は高いですよね。何か身を切る自助努力はされたのかを考える

と、人件費の削減をやろうと思ったけどできませんでしたと書いたまま放っておい

ては、料金改定の賛同は得られないと思います。料金改定については、自助努力の

数値目標を掲げて、これだけやり切りましたというある程度の実績のもとにご議論

いただきたいと思います。それから、お金をたくさん使う商業の皆さんは動きます

ので、値上げをしても宝塚の水道を使ってもらえるのかの検証は必要だと思います。 
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事務局：民間の方から見ると経費の削減も不十分という点については、耳の痛いところで

す。人件費についても削減の目標を立てて、経営健全化の取り組みの中で記載をし

ています。経営健全化をこれだけやっているので、なんとか料金改定をお願いしま

すという趣旨で作らせていただいています。 また、今後料金改定を行うにあたって

は、料金改定によって大口需要者が離れることがないよう、十分に調査をして、料

金改定の改定率や幅を考えたいと思っております。 

 

委 員：組織の効率化や見直しが項目には入っていますが、あまりにも金額が少なすぎる

と思います。平均人件費 1,200 万円で、総人件費の抑制と言っているのに、その効

果額が 96万 5千円というのは、金額が 2桁くらい違うのではないでしょうか。市民

感覚からはズレていると思います。 

 

委 員：私は、安心・安全に対する記載をもっと全面的に出してほしいです。 

 

事務局：まず、人件費の抑制についてですが、確かに少ない金額であろうと認識していま

すが、上下水道局の給与体系が市役所と同じため、水道局独自で給与体系を設定で

きないという点がございます。また、安全・安心につきましては、今後の対策とし

て、ビジョンに安全・安心に関する取り組みを記載しております。 

 

委 員：前期は投資をしなかったから黒字だったというお話でしたが、建設改良費がこれ

までの 4 年と比べ、後半は 2 倍か 3 倍くらいとなっています。これまで投資をして

こなかった原因は何でしょうか。 

 

事務局：下水道の施設としてこれまで老朽化しているものが少なかったため、更新は進捗

していない状況です。 

 

委 員：では、後半は更新をしないといけないものが出てきたということでしょうか。 

 

事務局：平成 28年に作ったビジョンの目標を到達しようということで後半では前半ででき

なかった分も取り返すような投資をという金額になっています。 

 

委 員：詳細なストックマネジメントができていない状況で、むやみに投資をする必要が

あるのでしょうか。やらなくてもいい投資にならないかという懸念があります。こ

のまま前半くらいの投資をすれば黒字を維持できるのであればそのほうがいいかも

しれませんし、そのあたりはどうお考えでしょうか。 
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事務局：耐用年数 50 年を考える中で下水道の整備のピークが昭和 59 年度あたりというこ

ともあり、まだ新しく、カメラ調査の結果からも老朽化した管が 4％程度と、とても

少なかったため、その中でも重要な管路から前半の投資を進めてきました。後期に

ついては、今年度末に出来上がるストックマネジメント計画に基づいて投資を行う

予定です。 

 

委 員：では、今の時点ではストックマネジメント計画ができていないということなので、

ここに計上されている建設改良費には増減の振れ幅があるということでよろしいで

しょうか。 

 

事務局：すべての管路延長をまんべんなく調査することは難しいので、リスクマネジメン

トの観点で点検調査を実施しています。宝塚市の管路全体の 30％がコンクリート管

ですが、まずこのコンクリート管を 1期 5年として、3期 15年ですべて終わらせ、

残りの 4期、5期の 10年は塩ビ管を修繕改築し、宝塚市全体を 25年で修繕改築をし

ていくこととしています。 

 

委 員：今後の人口動向をみてポンプ場の再配置なども次回の計画では考えていただきた

いと思います。 

 

事務局：令和 8 年度からの次の計画では、人口が減った状況での下水道事業をどのように

やっていくかが大きなテーマになると考えています。 

 

委 員：水道事業においては、管路の設定寿命を延ばして使うということでしたが、下水

道管路の使用年限の見直しについてはいかがでしょうか。 

 

事務局：適切な維持管理によって、法定耐用年数 50 年の管の寿命が 75 年に延びるものと

しています。 

 

委 員：それは、この予算にすでに反映されていますか。 

 

事務局：反映されています。 

 

委 員：75 年周期ですべての管路が入れ替わっていくという計画だという理解でよろしい

でしょうか。 

 

事務局：計算としては、水道 80年、下水 75年という数字を基本として計算しています。 



8 

 

事務局：管の布設状況に応じて、ストックマネジメントにおいて何年周期で点検等を行う

のかを検討していきます。 

 

委 員：下水道の普及率は約 99％で、今後も毎年 8,000 万円ほどの普及対策費が計上され

ていますが、疑問を感じます。また、民営化や広域化について、まだ数字的なもの

が見えてきませんが、今後はそういうものも数字で見えるようにしてほしいです。 

 

事務局：8,000万円については、都市計画道路が新規に作られる際に、下水道管を埋設する

工事についても普及対策としております。また、私道や狭い道路でできていないと

ころもあるため、そのようなところで汲み取りから下水道に変えていただき、環境

を改善していこうと計上したものです。 

  

会 長：時間が 15時半となりましたが、次のビジョンの中間検証は次回に持ち越しとした

ほうがいいでしょうか。 

 

事務局：次回 12 月 25 日に調整させていただいておりますが、コロナの第 3 波で本当に開

催できるか難しいところもありますので、よろしければ今回ビジョンまで進ませて

いただきたいのですが。 

 

会 長：よろしいでしょうか。（異議なし）では、お願いいたします。 

 

事務局：では、資料の「宝塚市下水道ビジョン 2025 中間検証報告書（案）をご覧くださ

い。 

―――――――――――――――資料の説明〈省略〉―――――――――――――――― 

 

会 長：お時間がなくなってしまいましたが、ご意見があればよろしくお願いいたします。 

 

会 長：よろしいでしょうか。だいぶ経営戦略のところでご意見が出たかと思います。も

し、ご意見がありましたら、ペーパーかメールでご提出いただくということでお願

いいたします。最後に議題の「その他」ですが、事務局から何かありますでしょう

か。 

 

事務局：議題はございませんので、事務連絡をさせていただきます。連絡事項は２点ござ

います。 

まず 1 点目、ご意見を書いていただく用紙「宝塚市下水道事業経営戦略中間見直

し（案）等に対する意見」についてですが、前回と同様に、メールアドレスを登録
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いただいている委員の皆さんにはワード文書をメールで送信いたします。手書きで

も入力いただいてもどちらでも結構ですので、申し訳ありませんが、11 月の末日ま

でに事務局にメールかＦＡＸで提出いただきますようお願いいたします。アドレス

を登録いただいていない委員の皆さんは、お手元の用紙に記入してＦＡＸで送って

いただきますようお願いします。ご意見がない場合もお手数ですが、「意見はない」

という欄に丸を付けて、お送りいただきますようお願いいたします。 

現在、水道事業につきまして、「いただいた意見を反映する作業」を進めておりま

す。11 月末までに送っていただく下水道事業の意見と併せまして、できるだけ早い

時期に対応方法と修正案をお送りしたいと考えております。 

続いて 2点目は、次回の審議会についてですが、12月 25日 10時～11時半に中央

公民館 203・204学習室での開催を予定しています。次回の審議会で、意見を反映し

た経営戦略とビジョンについて審議いただき、案を固めたいと考えています。 

しかし、新型コロナウイルス感染症の第 3 波が来ているという現状でもあります

ので、状況を見て開催を決定したいと考えております。場合によっては、修正した

経営戦略等を郵送させていただいて確認いただく形となるかもしれませんので、ご

了承いただきますようお願いいたします。事務連絡は以上です。 

 

会 長：それでは、本日の議題は以上です。 

 

４ 閉会 

事務局：本日の審議会はこれで終了させていただきます。ありがとうございました。 



    令和２年度（2020年度）第２回 宝塚市上下水道事業審議会                                        日時：令和２年(2020年)１１月２０日 

                                             午後２時～ 

                     場所：宝塚市立中央公民館  

２０１・２０２学習室 

 

 

 

会 議 次 第   
１ 開会      

 ２ 議事  （１）下水道事業の令和元年度決算について 

 

 （２）ビジョンの内容変更について 

 

（３）宝塚市下水道事業経営戦略中間見直し（案）について 

 

（４）宝塚市下水道ビジョン2025について 

 

（５）その他      
 ３ 閉会 
   

 

 

 

※ 資料 
 

資料１「令和元年度 下水道事業会計決算の概要」           Ａ４ １枚 
資料２「経営戦略中間見直し（案）等に対する意見（下水道事業）」 Ａ４ ６枚 

「宝塚市水道ビジョン 2025中間検証報告書（案）」 

「宝塚市下水道ビジョン 2025中間検証報告書（案）」  



資料１　令和元年度 下水道事業会計決算の概要

1 業務量
 項　　　　目 増　　減 前年比

供用開始区域内人口 230,846 人 231,142 人 △ 296 人 99.9 %

供用開始区域内世帯 103,951 戸 103,130 戸 821 戸 100.8 %

水洗化人口 229,350 人 229,638 人 △ 288 人 99.9 %

水洗化世帯数 103,308 戸 102,459 戸 849 戸 100.8 %

年間総処理水量 26,720,597 m
3 26,280,695 m

3 439,902 m
3 101.7 %

年間有収水量 23,183,140 m
3 23,235,779 m

3 △ 52,639 m
3 99.8 %

有収率 86.8 % 88.4 % △1.6
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ －

2 収益的収入及び支出 （損益計算書/税抜）  (単位:千円)

 項　　　　目 増　　減 前年比(％)

営業収益 2,975,641 2,944,336 31,305 101.1

( 下水道使用料 ) ( 2,254,187 ) ( 2,263,691 ) ( △ 9,504 ) ( 99.6 )

収 ( 雨水処理負担金 ) ( 703,521 ) ( 671,482 ) ( 32,039 ) ( 104.8 )

( 他会計負担金 ) ( 14,267 ) ( 6,841 ) ( 7,426 ) ( 208.6 )

( その他 ) ( 3,666 ) ( 2,322 ) ( 1,344 ) ( 157.9 )

営業外収益 1,435,851 1,524,668 △ 88,817 94.2

( 受取利息及び配当金 ) ( 50 ) ( 202 ) ( △ 152 ) ( 24.8 )

( 他会計負担金 ) ( 65,700 ) ( 68,472 ) ( △ 2,772 ) ( 96.0 )

益 ( 他会計補助金 ) ( 646,397 ) ( 734,548 ) ( △ 88,151 ) ( 88.0 )

( 長期前受金戻入 ) ( 719,121 ) ( 717,038 ) ( 2,083 ) ( 100.3 )

( その他 ) ( 4,583 ) ( 4,408 ) ( 175 ) ( 104.0 )

特別利益  784   180,976 　 ( △ 180,192 ) ( 0.4 )

 収　益　合　計 4,412,276 4,649,980 △ 237,704 94.9

営業費用 3,544,523 3,432,997 111,526 103.2

( 人件費 ) ( 174,119 ) ( 149,833 ) ( 24,286 ) ( 116.2 )

費 ( 物件費等 ) ( 477,726 ) ( 437,268 ) ( 40,458 ) ( 109.3 )

( 流域下水道維持管理費負担金 ) ( 747,554 ) ( 702,053 ) ( 45,501 ) ( 106.5 )

( 減価償却費 ) ( 2,145,124 ) ( 2,143,843 ) ( 1,281 ) ( 100.1 )

営業外費用 454,169 500,877 △ 46,708 90.7

( 支払利息 ) ( 414,733 ) ( 468,910 ) ( △ 54,177 ) ( 88.4 )

用 ( その他 ) ( 39,436 ) ( 31,967 ) ( 7,469 ) ( 123.4 )

特別損失 2,928 6,402 △ 3,474 45.7

 費　用　合　計 4,001,620 3,940,276 61,344 101.6

当年度純利益 410,656 709,704 △ 299,048 －

繰越未処分利益剰余金 1,948,609 1,238,905

その他未処分利益剰余金変動額 0 0

 未処分利益剰余金 2,359,265 1,948,609

利益処分額（案） 0 0

令和元年度 平成３０年度

令和元年度 平成３０年度



3 資本的収入及び支出 (税込)  (単位:千円)

 項　　　　目 増　　減 前年比(％)

企業債 814,800 927,900 △ 113,100 87.8

( 公共下水道企業債 ) ( 221,200 ) ( 112,500 ) ( 108,700 ) ( 196.6 )

収 ( 流域下水道企業債 ) ( 119,400 ) ( 133,400 ) ( △ 14,000 ) ( 89.5 )

( 資本費平準化債 ) ( 474,200 ) ( 682,000 ) ( △ 207,800 ) ( 69.5 )

 国庫補助金 45,950 32,390 13,560 141.9

他会計負担金 166,724 208,440 △ 41,716 80.0

工事負担金 3,490 2,595 895 134.5

入 水洗便所改造資金貸付金回収金 290 531 △ 241 54.6

固定資産売却代金 335 799 △ 464 41.9

 収　入　合　計 1,031,589 1,172,655 △ 141,066 88.0

建設改良費 508,339 404,172 104,167 125.8  

( 公共下水道整備費 ) ( 338,300 ) ( 211,432 ) ( 126,868 ) ( 160.0 )

支 ( 流域下水道整備費 ) ( 158,221 ) ( 176,702 ) ( △ 18,481 ) ( 89.5 )

( 受益者負担金事務経費 ) ( 10,894 ) ( 10,753 ) ( 141 ) ( 101.3 )

( 固定資産購入費 ) ( 924 ) ( 5,285 ) ( △ 4,361 ) ( 17.5 )

 企業債償還金  2,468,275   2,538,279  △ 70,004 97.2

( 公共下水道企業債償還金 ) ( 1,792,211 ) ( 1,906,525 ) ( △ 114,314 ) ( 94.0 )

( 流域下水道企業債償還金 ) ( 174,608 ) ( 202,304 ) ( △ 27,696 ) ( 86.3 )

出 ( 資本費平準化債償還金  ) ( 501,456 ) ( 429,450 ) ( 72,006 ) ( 116.8 )

他会計からの長期借入金償還金 0 300,000 △ 300,000 皆減

貸付金 360 0 360 皆増

 支　出　合　計 2,976,974 3,242,451 △ 265,477 91.8

資本的収支不足額 1,945,385 2,069,796 △ 124,411 94.0

損益勘定留保資金 1,912,619 2,046,437

消費税資本的収支調整額 32,766 23,359

4 資金収支 (内部留保資金の状況)  (単位:千円)

 項　　　　目 増　　減 前年比(％)

年度当初余剰額 504,072 586,341 △ 82,269 －

当年度発生額 1,886,387 1,991,950 △ 105,563 94.7

当年度使用額 1,946,961 2,074,219 △ 127,258 93.9

当年度末余剰額 443,498 504,072 △ 60,574 －

5 汚水処理原価と下水道使用料単価 (1m3当たり)  (単位:円)

 項　　　　目 増　　減 前年比(％)

汚水処理原価 112.14 110.03 2.11 101.9

下水道使用料単価 97.23 97.42 △ 0.19 99.8

差    引 △ 14.91 △ 12.61 △ 2.30 －

６ 企業債の概況  (単位:千円)

令和元年度 平成３０年度

令和元年度 平成３０年度

令和元年度 平成３０年度

令和元年度末

未償還額

補填

財源

2,238,318 119,400

公共下水道事業債

資本費平準化債

 項　　　　目 
令和元年度

当初未償還額

令和元年度増減額

発行額 償還額

合　　計

13,866,369 221,200

174,608 2,183,110

501,456 5,845,179

21,977,122 814,800 2,468,275 20,323,647

1,792,211 12,295,358

5,872,435 474,200

流域下水道事業債



 
資料２ 

 

1 

 

経営戦略中間見直し（案）等に対する意見 

 
 

委 員 名  

 

（送付先） 

E-mail: m-takarazuka0290@city.takarazuka.lg.jp   

ＦＡＸ：0797-72-5381（宝塚市上下水道局 経営企画課 樫本・川西） 

 

１ 宝塚市下水道事業経営戦略中間見直し(案)について 

 

記載例を参考にご意見を記入してください。なお、会議ですべての意見を発言した等によ

り意見を記入する必要のない方は「意見はない」に○印を付けてください。 
 
 

（記載例） 

ページ ご意見（要旨） 

１ １.１ 見直しと下水道事業の課題 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 

 

（  ） 意見はない 

 
 
 

（１）第１章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 



2 

 

（２）第２章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（３）第３章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（４）第４章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 



3 

 

（５）第５章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（６）第６章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（７）第７章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 



4 

 

（８）第８章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

２ 宝塚市下水道ビジョン 2025中間見直し（中間検証報告書）について 

 

（１）第１章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（２）第２章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（３）第３章について、ご意見を記入してください。 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 



6 

 

（４）第４章について、ご意見を記入してください。（中間検証報告書の場合は不要です） 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（５）第５章について、ご意見を記入してください。（中間検証報告書の場合は不要です） 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 

 

（６）第６章について、ご意見を記入してください。（中間検証報告書の場合は不要です） 

ページ ご意見（要旨） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 意見はない 
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